
高森町土地利用計画 
 

第２回ワークショップ 

平成26年12月19日 
 



次          第 目安時間 

１．開 会 00:00 

  ・本日の次第  

 

00：05 

２．本日の進め方 00:05 

   １）12月10日会議のまとめ  

   ２）今回ワークショップの目的と進め方  

【資料スライド】 
 

00：25 

３．ワークショップ 00:30 

   １）グループ別ワークショップ 

   ２）グループ別のまとめ発表 

   ３）課題の整理、まとめ 

【各種地図】 00：60 

00：10 

00：10 

４．次回の予定 01:50 

   ・次回日程、今後の進め方について 

   ・その他 

【資料スライド】 
 

00：10 

５．閉 会 02:00 



前回（12/10）の『まとめ』 

 高森町にも土地利用をコントロールする計画が必要 

そのために様々な視点から土地利用を検討することが望ましい 

↓ 

土地利用を検討するため、関連する情報、資料の追加

が必要という議論がなされました。 



住宅地を考える上での視点、情報について 

１.住宅地としての適地、発展条件として、交通インフラ 
                （幹線道路や生活道路までの）状況も整理 
＝＞道路網、交通状況（国県道）について用意 

 

２.どのような目的の住宅地として考えるのか 
 アパート・マンションなど集合住宅の立地状況 
 （住宅地の性格・形態などに応じた適地など） 
＝＞集合住宅の分布図を用意 

 

３.地区別の高齢化状況からの土地利用の継続性  
＝＞500ｍメッシュによる65歳以上および14歳以下人口の分布を用
意 

 

４.上下水道やインターネット環境の整備・維持管理費用の観点からの
住宅地の適地など 
＝＞参考資料を用意 



住宅地を考える上での視点、情報について 

５.社会動向・状況の変化 （地価、空家・空地や宅地化状況）から 
  みた住宅地（経済・効率性、景観性など） 
＝＞景観資源、新築動向図を用意 

 

６.安全性から見た適地・不適地 （土砂災害、浸水、地震・断層など） 
                                    （安全性） 
＝＞資料収集を含め準備中 

 

７.若い人たちが住むという観点からの住宅地としての利便性 
    （学校、幼稚園・保育所などへの近接性）       （利便性） 
  ＝＞施設分布及び近接性を整理、準備中 
 

８.駅周辺や様々な施設が便利な所という観点からみた住宅地 
                                    （利便性） 
＝＞集合住宅、施設分布図を用意 



農地を考える上での視点、情報について 

１．農業従事者の高齢化、休耕農地・荒廃農地状況から 
  見た農地の適地・不適地など 
＝＞農業従事者の構成について準備中、遊休農地、作付け分布は、 
   田・畑・果樹の分類図を用意 
 
２．農転や新築動向など土地利用の変化から見た農地の 
  宅地化の観点 
＝＞新築分布図を用意。 最新データは現在整理中 



土地利用を考える上での視点について 

１．いつを目標とした土地利用を考えていくべきか 
＝＞第6次高森町振興総合計画の改訂時期を迎える概ね10年後を 
  想定した土地利用を考えたい 
 

２．皆で土地利用について、町を回りながら土地の状況や条件など
を勉強する機会を設けたらどうか 
＝＞今後の予定の中で、現地を回る機会を用意したい。 
 

（３．全体の土地利用、まちづくりの方向・各地区の土地利用的役割
を踏まえ、各地区の土地利用の方向性を検討していくことも必要か） 
＝＞第6次高森町総合振興計画に掲げた 
   将来像「つなぎ・つながる ～この先の高森町へ～」 
   ８つのまちづくりプランと土地利用をどう結ぶのか考えたい 



 本日の目的と進め方 

 本日のワークショップは、基礎的な土地利用判断資料（図面）を

参考にしながら、前回議論された「土地利用を検討していく上で

必要と考えられる視点」をもとに、地図を用いて 

 次に おおよそ１０年後を想定した場合、 
 

■現状において、不適切と考えられる住宅地、農地など、 
 住宅地（商業地、工業地も含め）、農地の適地 
 

■保全すべきまたは開発すべきゾーンなど 

について皆で考えます。 

 「山吹区」は、高森町の中で、 

■どんな役割や特徴があるのか確認し、将来の高森町に
おける「山吹区」の土地利用のあり方を整理 



  『山吹地区』土地利用ゾーニングの進め方 

「２ケースの土地利用ベース案」 

１０年後程度を想定した場合、現状の土地利用に対し、 

 ■見直すべき、将来新たに考えていくべきゾーン 

 ■保全または開発すべきゾーンなど          を検討 

住宅地や農地の土地利用を考えていく上での視点や情報など 

≪住宅地≫ 
●交通インフラ（幹線道路や生活道路までの）状況 

●アパート・マンションなど集合住宅などの立地状況 

●地区別の高齢化状況 

●上下水道・インターネット環境の整備・維持管理費用 

●社会動向・状況の変化 （地価、空家・空地や宅地化状況） 

●安全性（土砂災害、浸水、地震・断層など） 

●若い人たちが住むという観点からの住宅地 

●駅周辺や様々な施設が便利な所 

≪農 地≫ 
●農業従事者の高齢化、休耕農地・荒廃農地状況 

●耕作種別の土地利用状況 

●農転や新築動向など土地利用の変化 

≪その他≫ 
●１.いつを目標とした土地利用を考えていくべきか 

（●２.全体の土地利用、まちづくりの方向・各地区の土地利用的役割
を踏まえ、各地区の土地利用の方向性を検討していくことも必要か） 

  

  

皆様が住まわれ、生活
する中で把握されてい
る状況や実態 

前回、提案された視点（・論点）から皆で議論します！ 

地図資料など 

◇当地区の町全体のなかでの土地利用の役割・位置づけの検討 
↓ 

◇当地区での保全又は開発すべきゾーンの検討 

「基礎的な土地利用
判断資料」 



•『山吹区』は、高森町の中で、土地利用的に
どんな役割・特徴があるでしょうか？ 

 

•『山吹区』で、保全すべきところ 又は 開発
してもよいところ はどこでしょうか？ 

山吹区のゾーニング作業について 



今後の予定 

第１回 （12月10日） 
『土地利用計画』の概要 
町の現状確認 

第２回 （12月19日） 今日はココ！ 
「山吹区」の土地利用ゾーニング 

最終回 
『町全体土地利用ゾーン』案のまとめ 

地域別説明会 
「土地利用ゾーン案」を町民に説明 

【ワークショップ】 

第３回 
「上段４区」の土地利用ゾーニング 

第４回 
「吉田区」の土地利用ゾーニング 

第５回 
「下市田」の土地利用ゾーニング 

第６回 
現地視察 
『町内探検』 → 意見交換 



上段４区は、「出原区」「大島山」「上市田」「牛牧」です。 

次回、「上段４区」 

次回は、「上段４区」の土地利用を考えます。 


